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「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究」成果発表会 

開催要項 

１．開催日時及び方法 

日時：令和５年１月 20日（金）10時 00分～16時 15分（予定） 

方法：オンライン配信（Zoom）※第Ⅰ部については YouTube配信も実施 

２．趣旨 

選挙権年齢及び成年年齢が 18 歳以上に引き下げられ，児童生徒にとって政治や社会

が一層身近になっています。こうした背景も踏まえ，文部科学省では，小・中・高等学

校等において，児童生徒に持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識や社会形成に参

画する態度等を育むことをねらいとして，地域や現実社会における諸課題を追究したり

解決したりする実践的な学習プログラムの開発に係る本実践研究事業を実施してまいり

ました。 

  成果発表会を通じて，成果を普及することによって，各都道府県・指定都市教育委員

会等及び各学校における取組を促し，主権者として必要な資質・能力を育む教育の一層

の推進を図りたいと考えております。 

３．日程 

時 間 内 容 

10：00～10：10 開会挨拶・趣旨説明 

＜第Ⅰ部＞ 

10：10～12：20 成果発表（６団体） 

10：10～11：10 (1)大阪府教育委員会 (2)千葉大学 (3)信州大学 

11：20～12：20 (4)香川大学 (5)東京学芸大学(6)北海道教育委員会 

12：20～13：30 休憩 

13：30～14：30 成果発表（３団体） 

(7)静岡県教育委員会 (8)三重県教育委員会 (9)徳島県教育委員会

＜第Ⅱ部＞ 

14：45～15：45 テーマ別グループセッション

「主権者として必要な資質・能力の育成」

グループ①小・中学校：（(1)～(5)の受託団体） 

グループ②高等学校  ：（(6)～(9)の受託団体） 

16：00～16：15 講評 

16：15 閉会 
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大
阪

府
教

育
委

員
会

富
田

林
市

立
第

一
中

学
校

S
D

G
s 

の
「
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

」
と

い
う

理
念

に
つ

い
て

知
り

、
身

近
な

社
会

的
事

象
か

ら
課

題
を

見
い

だ
し

、
世

界
的

観
点

に
結

び
付

け
て

課
題

の
解

決
に
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け

た
ア

イ
デ

ア
を

考
え

、
企

業
・
N

P
O

 等
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

生
か

し
な

が
ら

、
身

近
な

地
域

で
の

行
動

に
つ

な
げ

て
い

く
探

究
的

な
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

国
立

大
学

法
人

千
葉

大
学

千
葉

大
学

教
育

学
部

附
属

小
学

校
自

然
災

害
に

お
け

る
地

域
課

題
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子
供

と
地

域
の

大
人

が
協

働
で

考
え

る
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

を
実

現
す

る
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

国
立

大
学

法
人

信
州

大
学

長
野

市
立

長
野

中
学

校
社

会
科

を
核

と
し

て
系

統
を

重
視

し
た

教
科

等
横

断
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

・
充

実
を

図
り

、
社

会
科

学
習

を
中

心
と

し
て

、
地

域
の

課
題

を
発

見
し

、
自

ら
課

題
の

解
決

に
向

か
う

探
究

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム

国
立

大
学

法
人

香
川

大
学

香
川

大
学

教
育

学
部

附
属

高
松

小
学

校
小

学
校

段
階

に
お

い
て

主
権

者
と

し
て

必
要

な
資

質
・
能

力
の

育
成

を
目

指
し

た
、

社
会

科
を

核
と

し
た

教
科

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム

北
海

道
教

育
委

員
会

北
海

道
登

別
青

嶺
高

等
学

校
現

代
の

諸
課

題
を

追
究

し
た

り
解

決
し

た
り

す
る

活
動

を
通

じ
て

、
主

権
者

と
し

て
必

要
な

資
質

・
能

力
を

育
む

た
め

の
教

科
等

横
断

的
な

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
育

成
を

目
指

す
資

質
・
能

力
を

ベ
ー

ス
に

整
理

し
た

主
権

者
教

育
の

全
体

計
画

）
及

び
新

科
目

「
公

共
」
の

単
元

計
画

の
開

発

静
岡

県
教

育
委

員
会

静
岡

県
立

川
根

高
等

学
校

静
岡

県
立

浜
松

江
之

島
高

等
学

校

・
人

口
減

少
先

進
地

域
が

直
面

す
る

現
実

的
課

題
の

解
決

に
向

け
た

探
究

学
習

を
構

想
す

る
と

と
も

に
、

主
権

者
と

し
て

必
要

な
資

質
・
能

力
の

育
成

を
目

指
す

学
習

を
「
入

れ
子

構
造

」
で

設
計

し
た

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
将

来
の

持
続

可
能

性
が

危
ぶ

ま
れ

る
ま

ち
の

課
題

を
協

働
し

て
調

査
・
分

析
し

、
自

ら
提

案
し

た
解

決
策

を
相

互
評

価
し

他
者

へ
発

信
す

る
活

動
を

通
じ

て
、

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
貢

献
で

き
る

公
民

的
資

質
を

育
む

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム

三
重

県
教

育
委

員
会

三
重

県
立

水
産

高
等

学
校

公
民

科
の

「
公

共
」
の

授
業

を
中

心
に

、
地

元
自

治
体

の
活

性
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
考

察
す

る
学

習
を

通
し

て
、

生
徒

の
主

権
者

と
し

て
必

要
な

資
質

・
能

力
を

育
む

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム

徳
島

県
教

育
委

員
会

徳
島

県
立

鳴
門

高
等

学
校

徳
島

県
立

鳴
門

渦
潮

高
等

学
校

・
「
徳

島
県

鳴
門

市
の

ま
ち

づ
く
り

」
に

つ
い

て
１

年
目

は
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

外
部

人
材

活
用

を
通

し
て

課
題

を
探

り
、

２
年

目
は

１
年

目
の

学
び

か
ら

浮
か

び
上

が
っ

た
課

題
を

実
践

校
同

士
で

共
有

し
な

が
ら

協
力

し
、

行
政

や
議

会
に

対
し

ア
イ

デ
ィ

ア
を

提
言

し
て

、
そ

の
内

容
の

評
価

も
依

頼
す

る
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ⅲ
国
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大
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法
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東
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学
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大
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東

京
学

芸
大

学
附

属
高

校
東

京
学

芸
大

学
附

属
竹

早
中

学
校

東
京

学
芸

大
学

附
属

竹
早

小
学

校

「
意

思
決

定
」
に

関
わ

る
資

質
や

能
力

を
軸

と
し

て
、

社
会

科
・
公

民
科

を
中

心
に

、
算

数
科

・
数

学
科

、
体

育
科

・
保

健
体

育
科

の
３

教
科

で
「
知

・
情

・
意

」
を

意
識

し
た

連
携

を
図

り
、

「
遊

び
」
を

活
用

し
な

が
ら

「
合

意
形

成
」
を

テ
ー

マ
に

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

通
し

た
、

小
中

高
を

一
貫

す
る

主
権

者
教

育
の

一
つ

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

Ⅰ Ⅱ

令
和

４
年

度
　

実
社

会
と

の
接

点
を

重
視

し
た

課
題

解
決

型
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
係

る
実

践
研

究

類
型

団
体

名
実

践
校

開
発

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

概
要
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大
阪
府
教
育
委
員
会

実
践
校
：
富
田
林
市
立
第
一
中
学
校

【研
究
主
題
】

「す
べ
て
の
い
の
ち
が
輝
くア
イデ
ア
」
－
自
分
た
ち
の
ア
イデ
ア
を
実
現
し、
一
人
も
取
り残

さな
い
未
来
社
会
を
創
る
－

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

SD
Gs
の
「誰
一
人
取
り残

さな
い
」と
い
う理

念
に
つ
い
て
知
り、
身
近
な
社
会
的
事
象
か
ら課

題
を
見
い
だ
し、
世
界
的
観
点
に
結
び
付
け
て
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ア
イデ
ア
を
考
え
、

企
業
・N

PO
等
か
らの
ア
ドバ
イス
を
生
か
しな
が
ら、
身
近
な
地
域
で
の
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く探
究
的
な
学
習
プ
ログ
ラム

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

・交
通
・通
信
の
発
達
は
、地

域
同
士
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
き

て
い
る
こと
や
、そ
の
結
び
つ
き
に
は
偏
りが
み
られ
る
こと
を
理

解
す
る
。

・S
D

Gs
の
理
念
の
観
点
か
ら、
交
通
・通
信
の
発
達
は
どの
よ

うな
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
の
か
。こ
の
点
に
つ
い
て
、自

分
た
ち
の
地
域
に
お
け
る
課
題
に
着
目
し考

察
す
る
学
習
を
通

じて
、主

体
的
に
解
決
しよ
うと
す
る
態
度
の
育
成
に
つ
な
げ
る
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに

す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・交
通
の
発
達
に
つ
い
て
は
、高

速
道
路
が
整
備
され
て
い
な
い
とい
う自

分
た
ち
の
地
域
課
題
と結

び
つ

け
て
考
え
させ
る
こと
で
、偏

りを
実
感
で
き
る
よ
うに
した
。

・通
信
の
発
達
に
つ
い
て
は
、ス
マ
ホ
等
の
情
報
端
末
か
ら多

くの
情
報
を
得
られ
る
こと
や
、世

界
中
とつ

な
が
る
こと
が
で
き
る
等
の
利
便
性
が
あ
る
一
方
、通

信
網
の
整
備
状
況
に
よ
って
情
報
格
差
が
あ
る
こ

とに
着
目
で
き
る
よ
うに
した
。

〇
社
会
科
（
地
理
的
分
野
）
と他

教
科
等
との
連
携

・先
行
して
行
った
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「S

D
Gs
に
つ
い
て
」の
学
習
で
、社

会
の
課
題
を
解
決
す
る

ア
イデ
ア
を
考
え
た
こと
に
よ
り、
交
通
・通
信
の
発
達
に
よ
り解

決
で
き
る
地
域
課
題
に
つ
い
て
多
面
的

に
見
出
し、
そ
の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
関
わ
ろ
うと
す
る
態
度
に
つ
な
げ
る
こと
が
で
き
た
。

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

生
徒
が
地
域
の
課
題
を
見
出
し、
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
、主

体
的
に
取
り組

む
自
治
的
な
活
動
とし

て
展
開
で
き
る
よ
う、
富
田
林
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
富
田
林
市
人
権
文
化
セ
ン
ター
、市

役
所
の
関

係
課
とも
連
携
・協
働
しな
が
ら、
地
域
に
お
け
る
実
践
内
容
を
含
め
た
学
習
プ
ログ
ラム
を
開
発
して
い
る
。

効
果
等

時 間
主
な
学
習
内
容

社
会
科
（
地
理
的
分
野
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

１
-3

日
本
の
地
形
・日
本
の
国
土
の
特

色
理
科
「生
き
て
い
る
地
球
」

4
日
本
の
気
候
の
特
色

理
科
「日
本
の
気
象
」

5/
6

自
然
災
害
と防

災
へ
の
取
組

保
健
「自
然
災
害
を
知
る
」

総
合
的
な
学
習
の
時
間

「地
域
学
習
」

(福
祉
・防
災
等

)

7/
8

日
本
の
人
口
の
特
色

国
語
「モ
ア
イは
語
る
」

特
別
活
動
「自
治
的
な
活
動
」

(無
料
塾
・子
ども
食
堂

)

9
日
本
の
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特

色
技
術
「エ
ネ
ル

ギ
ー
変
換
」

総
合
的
な
学

習
の
時
間

「S
D

Gs
に
つ
い

て
」
「地
域
学
習
」

(地
域
の
良
さや

課
題
等

)

10
日
本
の
産
業
の
特
色

11
交
通
・通
信
に
よ
る
結
び
つ
き

技
術
「情
報

の
技
術
」

＜
中
学
校
・２
年
生
＞
社
会
科
（
地
理
的
分
野
）

【単
元
名
】
「日
本
の
地
域
的
特
色
と地

域
区
分
」（

C（
２
）
）

【主
な
単
元
の
目
標
】

・日
本
の
地
域
的
特
色
と地

域
区
分
を
理
解
す
る
。

・日
本
の
地
域
的
特
色
を
多
面
的
・多
角
的
に
考
察
し、
課
題
解
決
に
向
け
て
考
え

た
こと
な
どを
表
現
す
る
力
を
身
に
付
け
る
。

・日
本
の
地
域
的
特
色
と地

域
区
分
に
つ
い
て
、よ
りよ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
見

出
した
課
題
を
主
体
的
に
追
究
しよ
うと
す
る
態
度
を
養
う。

【学
習
課
題
】
地
形
や
気
候
、人

口
な
どの
地
域
差
に
着
目
す
る
と、
自
身
の
地
域

の
様
々
な
課
題
が
み
え
て
くる
。「
誰
一
人
取
り残

さな
い
」と
い
う観

点
で
そ
れ
らの

課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、自

分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
。

【実
践
例
】
※
社
会
科
（
地
理
的
分
野
）
「日
本
の
地
域
的
特
色
と地

域
区
分
」
第

11
/1

1時
交
通
・通
信
に
よ
る
結
び
つ
き

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

◆
「誰
一
人
取
り残

さな
い
」と
い
うS

D
Gs
の
理
念
に
関
連
させ
て
捉
え
る
こと
が
で
き
た
。

◆
地
域
課
題
に
着
目
し、
「自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
」を
考
え
る
こと
に
よ
り、
課
題
解
決
を
め
ざ
す
自
治
的
な
活
動
に
対
す
る

主
体
性
を
高
め
る
こと
が
で
き
た
。

⇒
「地
域
や
社
会
を
よ
くす
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
こと
が
あ
りま
す
か
」R

4肯
定
的
回
答

71
.5

%
(R

3 
40

.4
%
）
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国
立
大
学
法
人
千
葉
大
学

実
践
校
：
千
葉
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

【研
究
主
題
】

社
会
とつ
な
が
る
児
童
の
育
成
～

IC
Tを
活
用
して
地
域
との
ネ
ット
ワ
ー
クづ
くり
を
実
現
す
る
防
災
教
育
～

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

グ
ル
ー
プ
ウ
ェア
を
活
用
し、
自
然
災
害
に
お
け
る
地
域
課
題
を
子
ども
と地

域
の
大
人
が
協
働
で
考
え
る
地
域
ネ
ット
ワ
ー
クづ
くり
を
実
現
す
る
プ
ログ
ラム
の
開
発

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

・熊
野
町
を
例
に
取
り上

げ
、過

去
の
災
害
時
に
は
、ペ
ット
や

ア
レ
ル
ギ
ー
、乳

幼
児
、高

齢
者
な
ど様

々
な
理
由
か
ら避

難
所
利
用
率
が
非
常
に
低
か
った
こと
、そ
の
後
、行

政
が
町
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら、
新
た
な
避
難
所
「熊
野
町
防
災
交
流
セ

ン
ター
」の
開
設
に
至
った
こと
を
知
り、
地
方
公
共
団
体
の
政

治
は
、国

民
の
願
い
を
実
現
し国

民
生
活
の
安
定
と向

上
を

図
る
た
め
に
大
切
な
働
き
を
して
い
る
こと
な
どを
理
解
す
る
。

・熊
野
町
の
事
例
を
参
考
に
しつ
つ
、千

葉
市
防
災
課
担
当
者
の
話
や

PC
等
を
使
って
収
集
し

た
情
報
な
どを
基
に
、自

分
た
ち
の
地
域
に
お
け
る
避
難
所
や
防
災
の
状
況
に
つ
い
て
調
べ
、災

害
時
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こと
、地

方
公
共
団
体
に
頼
らな
け
れ
ば
な
らな
い
こと
に
つ
い
て
考

え
、整

理
す
る
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ

うに
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・熊
野
町
の
事
例
を
参
考
に
す
る
こと
で
、災

害
時
に
起
こり
得
る
課
題
を
具
体
的
に
イメ
ー
ジ
す

る
際
の
支
援
とし
た
。

〇
社
会
科
と他

教
科
等
との
連
携

理
科
「土
地
の
つ
くり
と変

化
」
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「地
域
の
防
災
を
考
え
る
」

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

事
例
の
提
供
（
広
島
県
熊
野
町
役
場
防
災
安
全
課
、熊

野
東
防
災
交
流
セ
ン
ター
、熊

野
町
立
熊
野
第
一
小
学
校
）
／
地
域
の
防
災
を
考
え
る
際
の
指
導
・助
言
（
千
葉
県
千
葉
市

防
災
対
策
課
、N

PO
法
人

D
ro

ps
、一

級
建
築
事
務
所

o＋
ｈ
）

効
果
等

時 間

主
な
学
習
内
容

社
会
科

関
連
付
け
た
他
教
科

等

1
西
日
本
豪
雨
の
様
子
や
被
害
の
概
要

に
つ
い
て
調
べ
る
。

理
科
「土
地
の
つ
くり
と

変
化
」

2/ 3
熊
野
町
を
例
とし
、発

災
直
後
、復

旧
期
、復

興
期
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
の

フェ
ー
ズ
の
政
治
の
は
た
らき
を
調
べ
る

4- 10
総
合
的
な
学
習
の
時
間
「地
域
の
防
災
を
考
え
る
」（
千
葉
市
の

避
難
所
、防

災
対
策
）

※
「熊
野
東
防
災
交
流
セ
ン
ター
」の
開
設
経
緯
を
取
り扱

う。

＜
小
学
校
・６
年
生
＞

社
会
科

【単
元
名
】自
然
災
害
か
らの
復
旧
・復
興

(１
)ア

(イ
)(
ウ)
イ(
イ)

【主
な
単
元
の
目
標
】

国
や
地
方
公
共
団
体
の
政
治
に
つ
い
て
、政

策
の
内
容
や
計
画
か
ら実

施
ま
で
の
過
程
、法

律
や
予
算
との
関
わ
りな
どに
着
目
して
、見

学
・調
査
した

り各
種
の
資
料
で
調
べ
た
りし
て
ま
とめ
、国

や
地
方
公
共
団
体
の
政
治
の
取

組
を
捉
え
、国

民
生
活
に
お
け
る
政
治
の
働
き
を
考
え
、表

現
す
る
こと
を
通
し

て
、国

や
地
方
公
共
団
体
の
政
治
は
、国

民
主
権
の
考
え
方
の
下
、国

民
生

活
の
安
定
と向

上
を
図
る
大
切
な
働
き
を
して
い
る
こと
を
理
解
で
き
る
よ
うに

す
る
。

【学
習
問
題
】

自
然
災
害
に
よ
って
被
害
に
遭
った
人
々
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、政

治
は
どの
よ
うな
は
た
らき
を
して
い
る
の
だ
ろ
う。

【実
践
例
】
※
社
会
科
「自
然
災
害
か
らの
復
旧
・復
興
」第

1-
3/

10
時
、総

合
的
な
学
習
の
時
間
第

4-
10

/1
0時

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

※
この
ほ
か
、４

．
５
年
生
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
った
。

◆
「避
難
所
」を
取
り上

げ
、そ
こに
集
ま
る
様
々
な
人
の
営
み
や
運
営
す
る
人
の
思
い
な
どに
触
れ
る
こと
で
、多

角
的

な
思
考
に
つ
な
げ
る
こと
が
で
き
た
。

◆
熊
野
町
の
学
び
に
とど
ま
らず
、総

合
的
な
学
習
の
時
間
「地
域
の
防
災
を
考
え
る
」に
つ
な
げ
た
こと
で
、自

分
た
ち
の

地
域
の
避
難
所
や
避
難
行
動
に
つ
い
て
切
実
感
を
も
って
考
え
る
こと
が
で
き
た
。
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国
立
大
学
法
人
信
州
大
学

実
践
校
：
長
野
市
立
長
野
中
学
校

【研
究
主
題
】

「グ
ロー
バ
ル
な
視
野
を
も
ち
な
が
ら、
ロー
カル
に
た
くま
しく
生
き
る
自
立
した
生
徒
の
育
成
」―
地
域
に
根
ざ
し持

続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
社
会
科
学
習
と「
翼
プ
ロジ
ェク
ト」
との
連
続
性
を
探
る
―

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

社
会
科
を
核
とし
て
系
統
を
重
視
した
教
科
等
横
断
的
な
カリ
キ
ュラ
ム
の
編
成
・充
実
を
図
り、
社
会
科
学
習
を
中
心
とし
て
、地

域
の
課
題
を
発
見
し、
自
ら課

題
の
解
決
に
向
か
う探

究
学
習
プ
ログ

ラム
を
開
発
す
る
こと
で
、グ
ロー
バ
ル
な
視
野
を
持
ち
な
が
ら、
ロー
カル
に
た
くま
しく
生
き
る
自
立
した
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

・学
習
課
題
「長
野
市
や
地
域
で
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こと
は
何
だ
ろ
う？

」に
対
し、
地
域
の
課
題
を
追
究

す
る
過
程
で
生
徒
た
ち
か
ら発

せ
られ
た
「こ
の
地
域
の
防
災
に
対
す
る

備
え
は
どう
な
って
い
る
か
」と
い
う疑

問
と、
地
域
の
自
治
協
議
会
か
ら

学
校
に
投
げ
か
け
られ
た
地
域
課
題
｢避
難
所
に
つ
い
て
、地

域
と学

校
とで
一
緒
に
考
え
た
い
」を
基
に
、「
防
災
・安
全
」の
視
点
か
ら自

分
た
ち

が
地
域
の
た
め
に
で
き
る
防
災
「避
難
所
開
設
・運
営
マ
ニ
ュア
ル
」の
作
成
を
試
み
た
。

・授
業
を
通
して
、「
避
難
予
定
施
設
に
関
わ
る
人
た
ち
み
ん
な
が
、対

応
に
つ
い
て
あ
らか
じめ
話
し合

って
お
く必
要
が
あ
る
」「
住
民
一
人
一
人
が
地
元
を
大
切
に
思
い
、地

域
住
民
が
運
営
に
参
加
す

る
意
識
を
も
つ
こと
が
大
切
」な
ど、
地
域
へ
の
帰
属
意
識
に
基
づ
い
た
提
案
を
す
る
こと
が
で
き
た
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ

うに
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

生
徒
に
とっ
て
身
近
で
既
習
内
容
が
生
か
せ
る
地
域
の
具
体
的
な
課
題
を
、学

習
課
題
に
設
定
す
る
。

※
地
域
の
自
治
協
議
会
か
ら学

校
に
投
げ
か
け
られ
た
地
域
課
題
と、
生
徒
の
学
び
の
軌
跡
とを
交
差
さ

せ
た
授
業
を
構
想
した
。

〇
社
会
科
（
公
民
科
）
と他

教
科
等
との
連
携

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「地
域
貢
献
活
動

(地
域
の
魅
力
を
調
査
し、
発
信
す
る
活
動

)」
、

特
別
活
動
「防
災
・減
災
学
習
」

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

・若
槻
自
治
協
議
会

防
災
担
当
者

・石
巻
西
高
等
学
校
元
校
長

効
果
等

時
間

主
な
学
習
内
容

社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

１
単
元
の
導
入

よ
りよ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

２
-６

現
代
の
民
主
政
治

７
-1

5
国
の
政
治
の
仕
組
み

16
-

22

地
方
自
治
と私

た
ち

・住
民
自
治
と団

体
自
治

・地
方
自
治
の
仕
組
み
と財

源
・地
方
自
治
の
課
題

・政
治
参
加

「長
野
市
の
課
題
とこ
れ
か
らの
ま

ち
づ
くり
―
防
災
の
視
点
か
ら、
地

域
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

とを
考
え
よ
う。
―
」

・地
方
自
治
の
ま
とめ

総
合
的
な
学
習
の
時
間

(地
域
貢
献
活
動

)
特
別
活
動

23
大
単
元
の
ま
とめ

よ
りよ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

＜
中
学
校
・３
年
生
＞
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

【単
元
名
】
民
主
政
治
と政

治
参
加

（
C（

２
）
）

【主
な
単
元
の
目
標
】
民
主
政
治
と政

治
参
加
に
つ
い
て
、現

代
社
会

に
見
られ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、主

体
的
に
関
わ

ろ
うと
す
る
。

【学
習
課
題
】
よ
りよ
い
社
会
を
築
くた
め
に
、私

た
ち
は
どの
よ
うに
政

治
に
関
わ
って
い
くべ
き
だ
ろ
うか
。

【実
践
例
】
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

「地
方
自
治
と私

た
ち
」
第

21
/2

3時

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

※
この
ほ
か
、２

年
生
の
地
理
的
分
野
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
った
。

◆
社
会
科
だ
け
で
な
く、
３
年
間
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
修
学
旅
行
で
学
ん
で
き
た
こと
を
生
か
しな
が
ら、
自
分

た
ち
の
考
え
る
避
難
所
開
設
・運
営

(校
舎
利
用
図
・避
難
所
運
営
の
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン

)を
地
域
の
住
民
自
治
協
議

会
に
提
言
す
る
こと
を
通
して
、地

域
社
会
へ
の
参
加
の
意
義
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ぶ
こと
が
で
き
た
。

◆
地
域
へ
の
愛
着
、防

災
意
識
の
高
ま
りの
２
つ
の
視
点
か
ら、
学
び
を
深
め
る
こと
が
で
き
た
。
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国
立
大
学
法
人
香
川
大
学

実
践
校
：
香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
高
松
小
学
校

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

効
果
等

時
間

主
な
学
習
内
容

社
会
科

関
連
付
け
た
他
教
科
等

１
-３

校
内
の
水
の
流
れ
を
図
に
ま
とめ
、学

習
問
題
と学

習
計
画
を
立
て
る
。

４
学
校
か
ら浄

水
場
ま
で
の
水
の
流
れ

を
調
べ
、流

れ
図
に
ま
とめ
る
。

５
-７

浄
水
場
を
見
学
し
、水

を
き
れ
い
に

す
る
仕
組
み
を
調
べ
、ま
とめ
る
。

「は
っけ
ん
」の
時
間

附
小
の
サ
バ
イバ
ル
！

８
-1

0
水
源
ま
で
の
水
の
流
れ
を
調
べ
、流

れ
図
を
完
成
させ
る
。

「ち
ょう
せ
ん
」の
時
間

国
際
交
流
プ
ロジ
ェク
ト

11
-1

4
下
水
処
理
場
を
見
学
して
仕
組
み
を

調
べ
、海

に
流
す
水
に
つ
い
て
調
べ
、

深
ま
った
課
題
を
つ
くる
。

「ち
ょう
せ
ん
」の
時
間

海
ご
み
プ
ロジ
ェク
ト

15
-1

7
季
節
別
運
転
管
理
の
取
組
に
つ
い

て
、専

門
家
に
話
を
聞
く。

18
-1

9
下
水
処
理
場
の
取
組
に
つ
い
て
話

し
合
う。

「は
っけ
ん
」の
時
間

ア
ブ
ラカ
タブ
ラ

20
-2

1
自
分
の
考
え
を
意
見
文
に
書
い
て
発

信
す
る
。

国
語

「言
葉
で
考
え
を
伝
え
る
」

＜
小
学
校
・4
年
生
＞
社
会
科

【単
元

名
】水
の
循
環

～
上
水
道
と下

水
道
～
（
２
）

【主
な
単
元
の
目
標
】飲
料
水
の
供
給
や
下
水
処
理
の
事
業
は
、安

全
か
つ

安
定
的
に
行
わ
れ
る
よ
う計

画
的
に
進
め
られ

て
い
る
こと
や
、人

々
の
生

活
環
境
の
維
持
と向

上
に
役
立
って
い
る
こと
を
理
解
す
る
。

【学
習
問
題
】水
道
の
水
は
、ど
の
よ
うに
送
られ
て
き
て
、使

った
後
は
どう
な

る
の
だ
ろ
う。
水
の
道
筋
を
流
れ
図
に
ま
とめ
て
そ
の
ひ
み
つ
を
探
ろ
う。

【実
践
例
】
※
社
会
科

「水
の
循
環

～
上
水
道
と下

水
道
～
」
第

19
/2

1時

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

※
この
ほ
か
、３

年
「農
家
の
仕
事
」に
つ
い
て
も
研
究
を
行
った
。

◆
単
元
途
中
に
は
、資

料
や
専
門
家
の
発
言
等
を
根
拠
に
し
て
友
達
を
説
得
し
よ
うと
す
る
姿
や
、様

々
な
立
場
の
意
見
を

比
較
しな
が
ら考

え
る
姿
等
が
見
られ
た
。ま
た
単
元
後
に
は
、身

の
回
りの
水
に
関
す
る
出
来
事
に
関
心
を
も
って
調
べ
よ
う

とし
て
い
る
姿
が
見
られ
る
よ
うに
な
った
。

◆
単
元
実
施
前
後
に
とっ
た
ア
ン
ケ
ー
トで
、「
どう
す
れ
ば
地
域
や
社
会
を
よ
りよ
くで
き
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
」「
わ
た
し
の

考
え
て
い
る
こと
が
、地

域
や
社
会
の
役
に
立
つ
こと
が
あ
る
と思

う」
とい
う項

目
に
大
き
な
伸
び
が
見
られ
た
。

◆
「地
域
や
社
会
を
よ
りよ
くす
る
た
め
に
、自

分
も
な
に
か
を
した
い
と思

って
い
る
」と
い
う設

問
に
つ
い
て
は
、あ
ま
り差

異
が
認

め
られ
ず
、子

供
の
具
体
的
に
行
動
を
起
こそ
うと
す
る
意
識
の
向
上
に
関
して
は
課
題
を
残
して
い
る
。

【研
究
主
題
】

主
権
者
とし
て
必
要
な
資
質
・能
力
の
育
成
を
踏
ま
え
た
社
会
科
、異

学
年
集
団
で
の
社
会
とつ
な
が
る
プ
ロジ
ェク
ト活

動
の
授
業
実
践
を
通
して
、今

後
の
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り手

を
目
指
す
プ
ログ
ラム
開
発

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

小
学
校
段
階
に
お
い
て
主
権
者
とし
て
必
要
な
資
質
・能
力
の
育
成
を
目
指
した
、社

会
科
を
核
とし
た
教
科
学
習
プ
ログ
ラム
の
開
発

※
令
和
４
年
度
よ
り研

究
開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
、異

学
年
集
団
で
の
社
会
とつ
な
が
る
プ
ロジ
ェク
ト活

動
とし
て
「ち
ょう
せ
ん
」の
時
間
を
設
け
て
い
る
。

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

自
分
た
ち
の
地
域
の
下
水
処
理
場
が
行
って
い
る
「季
節
別
運
転

管
理
（
季
節
に
よ
って
放
流
す
る
水
の
栄
養
塩
類
の
濃
度
を
切
り

替
え
る
こと
）
」に
つ
い
て
、き
れ
い
で
豊
か
な
海
（
河
川
）
を
確
保

して
い
くた
め
に
今
後
どの
よ
うに
取
り組

ん
で
い
け
ば
よ
い
か
を
話
し

合
うこ
とを
通
して
、下

水
処
理
の
事
業
が
地
域
の
生
活
環
境
に
配

慮
しな
が
ら行

わ
れ
て
い
る
こと
や
、人

々
の
生
活
環
境
の
維
持
と向

上
に
役
立
って
い
る
こと
を
理
解
す
る
。

これ
ま
で
の
学
び
を
踏
ま
え
て
、季

節
別
運
転
管
理
を
行
う時

季
と範

囲
に
つ
い
て
選
択
・判
断
し、
そ

の
理
由
を
説
明
す
る
活
動
を
通
して
、根

拠
を
も
って
相
手
を
説
得
す
る
力
を
養
う。
ま
た
、様

々
な
立
場

の
方
の
意
見
を
基
に
考
え
られ
る
よ
うに
支
援
す
る
こと
で
、多

角
的
に
考
察
す
る
力
も
養
え
る
よ
うに
す
る
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに
す

る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・地
域
に
見
られ
る
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
「深
ま
った
課
題
」を
、子

供
の
意
識
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
意
図

的
に
設
定
す
る
こと
で
、選

択
・判
断
す
る
場
面
を
つ
くり
出
す
工
夫

・正
解
が
１
つ
に
定
ま
って
お
らず
、多

様
な
考
え
に
触
れ
る
こと
が
で
き
る
教
材
を
取
り上

げ
る
こと
で
、専

門
家
の
意
見
を
基
に
考
察
し、
公
正
に
判
断
で
き
る
よ
うに
す
る
工
夫

〇
社
会
科
と他

教
科
等
との
連
携

縦
割
り活

動
「は
っけ
ん
」の
時
間

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

・御
殿
浄
水
場
の
見
学

・香
川
用
水
記
念
館
の
見
学

・水
資
源
機
構
の
出
前
授
業

・香
東
川
浄
化
セ
ン
ター
の
見
学

・香
川
大
学
瀬
戸
内
圏
研
究
セ
ン
ター
との
意
見
交
流
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北
海
道
教
育
委
員
会

実
践
校
：
北
海
道
登
別
青
嶺
高
等
学
校

【研
究
主
題
】及
び
【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

現
代
の
諸
課
題
を
追
究
した
り解

決
した
りす
る
活
動
を
通
じて

,主
権
者
とし
て
必
要
な
資
質
･能
力
を
育
む
た
め
の
教
科
等
横
断
的
な
学
習
プ
ログ
ラム
（
育
成
を

目
指
す
資
質
・能
力
を
ベ
ー
ス
に
整
理
した
主
権
者
教
育
の
全
体
計
画
）
及
び
新
科
目
「公
共
」の
単
元
計
画
の
開
発

～
公
民
科
及
び
学
校
設
定
科
目
「じ
も
と学

」を
中
核
とす
る

,地
域
と連

携
した
主
権
者
教
育
の
実
践
～

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

・人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解
に
基
づ
き

,登
別
の
産
業
に
お
い
て
活
用
で
き
る

AI
等
の
技
術
に
つ
い
て

,グ
ロー
バ
ル
化

や
持
続
可
能
な
社
会
な
どの
観
点
か
ら評

価
し,
登
別
の
産
業
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
視
点
を
身
に
付
け
る
。

・単
元
の
初
回
の
授
業
で
考
察
した
「2

05
0年

の
日
本
を
担
う産

業
」に

つ
い
て

,こ
れ
ま
で
の
学
習
で
身
に
付
け
た
知
識
や
視
点
を
活
用
して
主
体

的
に
振
り返

る
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

○
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との

関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・「
RE

SA
S」
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
して
地
域
の
産
業
別
労
働
人
口
や

,売
上
額
等
の

デ
ー
タを
収
集
し,
年
代
別
の
推
移
に
つ
い
て
考
察
した
（
右
上
の
上
の
画
像
）
。

・考
察
結
果
か
ら,
地
域
の
将
来
を
担
う産

業
に
つ
い
て

,「
地
元
らし
さ」

,「
グ
ロー
バ
ル
化
へ
の
対
応
」,
「持
続

可
能
性
」の
３
つ
の
視
点
を
基
に
見
通
しを
立
て
た
。

・生
徒
が
立
て
た
産
業
に
対
す
る
見
通
しに
つ
い
て

,登
別
市
役
所
職
員
（
各
産
業
の
担
当
者
）
５
名
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
助
言
を
得
た
（
右
上
の
下
の
画
像
）
。

・最
後
に
単
元
の
基
軸
とな
る
問
い
に
つ
い
て

,生
徒
が
再
び
考
察
・表
現
した
。

○
公
民
科
と他

教
科
等
との
連
携

・「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で
実
施
した
地
域
研
修
で
の
学
習
成
果
を
活
用
。

・「
公
共
」で
身
に
付
け
た
知
識
等
を
「じ
も
と学

」(
学
校
設
定
科
目

)で
活
用
し探

究
。

専
門
家
や
関

係
諸
機
関
等
と

の
連
携
・協
働

「職
業
選
択
Ⅱ
」に
お
け
る
登
別
市
役
所
職
員
との
連
携
（
講
師
とし
て
招
へ
い
）

・授
業
の
冒
頭
に
お
い
て
，
地
域
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
講
義

・生
徒
が
学
習
課
題
を
基
に
協
議
す
る
場
面
に
お
い
て
，
考
察
の
視
点
に
つ
い
て
助
言

・授
業
の
ま
とめ
に
お
い
て
，
今
後
の
地
域
課
題
の
探
究
に
係
る
展
望
な
どに
つ
い
て
助
言

効
果
等

時
間

主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
公
共
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

1/
2

職
業
選
択
Ⅰ

総
合
的
な
探
究
の
時
間

じも
と学

(学
校
設
定
科
目

)

3/
4

雇
用
と労

働
問
題

総
合
的
な
探
究
の
時
間

じも
と学

(学
校
設
定
科
目

)

5/
6

財
政
及
び
租
税
の
役
割

,少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
社
会

保
障
の
充
実
・安
定
化

家
庭
科

じも
と学

(学
校
設
定
科
目

)

7/
8

市
場
経
済
の
機
能
と限

界

9- 11
金
融
の
働
き

家
庭
科

12
/

13
経
済
の
グ
ロー
バ
ル
化
と相

互
依
存
の
深
ま
り

14
/

15
職
業
選
択
Ⅱ

※
本
時

（
単
元
の
ま
とめ
）

総
合
的
な
探
究
の
時
間

じも
と学

(学
校
設
定
科
目

)

＜
高
等
学
校
・１
年
生
＞
公
民
科
（
公
共
）

【単
元
名
】主
とし
て
経
済
に
関
わ
る
事
項
（
Ｂ
ア

(ｳ
)(
ｴ)
，
イ）

【主
な
単
元
の
目
標
】職
業
選
択

,雇
用
と労

働
問
題
な
どに
関
わ
る

現
実
社
会
の
事
柄
や
課
題
を
基
に

,公
正
か
つ
自
由
な
経
済
活

動
を
行
うこ
とを
通
して
資
源
の
効
率
的
な
配
分
が
図
られ
る
こと

を
理
解
す
る
。

【学
習
課
題
】2

05
0年

の
日
本
を
担
うの
は
どの
よ
うな
産
業
か

【実
践
例
】
公
民
科

（
公
共
）
「職
業
選
択
Ⅱ
」
第

14
・1

5/
15
時

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（

R
3）

・「
将
来

,政
策
決
定
な
ど積

極
的
に
政
治
に
参
加
した
い
」5

0.
9％

→
61

.1
％

(+
10

.2
)

・「
選
挙
権
が
与
え
られ
た
ら投

票
に
行
こう
と思

う」
79

.5
％
→

87
.7
％
（

+
8.

2）
※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号
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静
岡
県
教
育
委
員
会

実
践
校
：
静
岡
県
立
川
根
高
等
学
校

【研
究
主
題
】

人
口
減
少
地
域
の
課
題
解
決
を
素
材
とし
た
主
権
者
とし
て
必
要
な
資
質
・能
力
を
育
む
教
育
の
実
現
方
法
～
地
域
課
題
の
探
究
と道

徳
的
価
値
の
探
究
を
「入
れ
子
構
造
」に
設
計
して
～

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

人
口
減
少
先
進
地
域
が
直
面
す
る
現
実
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
探
究
学
習
を
構
想
す
る
とと
も
に
、主

権
者
とし
て
必
要
な
資
質
・能
力
の
育
成
を
目
指
す
学
習
を
「入
れ
子
構
造
」※
で
設
計
し

た
学
習
プ
ログ
ラム
の
開
発
。
※
「入
れ
子
構
造
」：
探
究
サ
イク
ル
と習

得
サ
イク
ル
が
、時

期
を
置
い
て
連
鎖
す
る
仕
掛
け

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

月
1回

の
ペ
ー
ス
で
近
隣
小
学
校
と交

流
して
築
い
た

関
係
性
を
土
台
に
して
、小

学
生
と高

校
生
が
そ
れ
ぞ
れ

「町
が
直
面
す
る
現
実
的
課
題
に
どう
対
処
す
る
か
」の

観
点
か
ら政

策
づ
くり
に
取
り組

ん
だ
。高

校
に
町
長
な
ど

を
招
き
、小

学
生
と合

同
で
政
策
提
言
を
行
った
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに

す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・町
の
総
合
計
画
や
広
報
誌
、議

会
会
議
録
を
活
用
す
る
こと
で
、自

分
た
ち
の
地
域
の
課
題
に
つ
い

て
よ
り具

体
的
に
考
え
る
支
援
とし
た
。

・町
長
な
ど町

役
場
幹
部
職
員
と小

学
生
の
前
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
、生

徒
の
地
域
へ
の
主
体

的
な
参
画
意
識
を
高
め
、相

手
に
伝
わ
りや
す
い
発
表
や
表
現
を
工
夫
す
る
よ
う意

識
させ
た
。

・生
徒
が
自
分
事
とし
て
捉
え
られ
る
よ
うに
、生

活
者
とし
て
の
満
足
度
を
優
先
して
政
策
提
言
す
る

よ
う意

識
させ
た
。

・生
徒
・教
員
・外
部
人
材
とも
に
、お
互
い
の
立
場
を
意
識
した
「共
感
」を
議
論
の
中
で
意
識
させ

る
こと
で
、連

携
・協
働
の
意
識
を
高
め
る
よ
うに
した
。

〇
公
民
科
と他

教
科
等
との
連
携

・「
町
が
直
面
す
る
現
実
的
課
題
」を
共
通
言
語
に
、左

記
の
複
数
の
教
科
等
に
お
い
て
、生

活
者
と

して
の
視
点
を
重
視
させ
な
が
ら内

容
を
扱
った
。

・関
連
す
る
内
容
が
連
動
す
る
よ
うに
カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トを
行
った
。

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

川
根
本
町
企
画
課
、川

根
本
町
教
育
委
員
会
、川

根
本
町
青
年
会
議
所

・政
策
提
言
時
だ
け
の
単
発
の
関
わ
りで
は
な
く、
教
育
活
動
の
伴
走
者
とし
て
授
業
計
画
段
階
か
ら

継
続
的
に
関
わ
って
も
らっ
た
。

・学
校
設
置
者
の
違
い
を
越
え
て
連
携
しつ
つ
、学

校
は
担
うべ
き
学
習
指
導
に
集
中
す
る
た
め
、

町
役
場
との
調
整
に
つ
い
て
は
、青

年
会
議
所
に
仲
介
役
を
担
って
も
らっ
た
。

効
果
等

時
間

主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
現
代
社
会
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

通
年

総
合
的
な
探
究
の
時
間

「小
高
交
流
」

1
地
方
自
治
・財
政
の
現
状
と課

題
情
報
科

「オ
ー
プ
ン
デ
ー
タの
活
用
」

2/
3

「第
2次

川
根
本
町
総
合
計
画
」の

分
析

情
報
科

「統
計
分
析
」

4
「広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょう
」「
川
根

本
町
議
会
会
議
録
」の
分
析

家
庭
科

「社
会
保
障
の
考
え
方
」

5-
9

政
策
づ
くり

総
合
的
な
探
究
の
時
間

「プ
レ
ゼ
ン
の
コツ
」

10
小
高
合
同
で
町
長
へ
政
策
提
言

＜
高
等
学
校
・1
年
生
＞
公
民
科
（
現
代
社
会
）
※
R3
年
度
の
実
践

【単
元
名
】共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
して

((
3)

)
【主
な
単
元
の
目
標
】

現
代
社
会
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、幸

福
・正
義
・公
正
等
の
観
点
か
ら

地
域
の
「あ
りた
い
未
来
」の
形
成
者
とし
て
考
察
し、
他
者
と協

働
して

主
題
を
追
究
した
り解

決
した
りす
る
活
動
を
とお
して
、主

権
者
とし
て

必
要
な
資
質
・能
力
を
育
む
。

【学
習
課
題
】

「第
２
次
川
根
本
町
総
合
計
画
」の
進
捗
状
況
を
評
価
し、
「こ
うあ

りた
い
」と
思
え
る
未
来
の
実
現
に
向
け
て
政
策
を
提
言
しよ
う。

【実
践
例
】
※

現
代
社
会
「小
高
合
同
で
町
長
へ
政
策
提
言
」
第

10
/1

0時

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

※
この
ほ
か
、３

年
生
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
った
。

◆
「社
会
的
事
象
や
地
域
課
題
を
自
分
事
とし
て
捉
え
よ
うと
した
か
」に
対
す
る
自
己
評
価

肯
定
的
回
答

97
.4
％

◆
「自
分
た
ち
の
学
校
は
自
分
た
ち
で
つ
くる
」「
自
分
た
ち
の
学
校
を
どう
や
って
改
善
して
い
くか
」と
い
う意

識
の
高
ま
り
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静
岡
県
教
育
委
員
会

実
践
校
：
静
岡
県
立
浜
松
江
之
島
高
等
学
校

【研
究
主
題
】

持
続
可
能
な
社
会
づ
くり
に
貢
献
す
る
公
民
的
資
質
の
育
成
～
持
続
可
能
な
防
災
ま
ち
づ
くり
の
提
案
を
通
して
～

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

将
来
の
持
続
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
ま
ち
の
課
題
を
協
働
して
調
査
・分
析
し、
自
ら提

案
した
解
決
策
を
相
互
評
価
し他

者
へ
発
信
す
る
活
動
を
通
じて
、持

続
可
能
な
社
会
づ
くり
に
貢

献
で
き
る
公
民
的
資
質
を
育
む
学
習
プ
ログ
ラム
の
開
発
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

●
３
年
生

20
2人

が
興
味
に
沿
って
６
ジ
ャン
ル
か
ら一

つ
選
び
、

２
～
４
人
班
（
計

67
）
を
作
って
、課

題
設
定
か
ら解

決
策
の
提
案

ま
で
の
活
動
を
行
った
。成

果
を
同
ジ
ャン
ル
の
他
班
と共

有
す
る
た

め
、中

間
発
表
・相
互
評
価
会
を
体
育
館
で
実
施
した
。

●
発
表
会
で
は
、「
解
決
策
・成
果
物
の
内
容
」「
連
携
す
る
地
域
の
方
」

「地
域
の
方
に
理
解
して
貰
うた
め
の
注
意
点
」を
発
表
し、
他
班
か
ら評

価
（
実
現
性
・貢
献
度
・魅
力
度
）
と改

善
の
コメ
ン
トを
貰
った
。

●
発
表
会
で
貰
った
コメ
ン
トか
ら、
解
決
策
の
改
善
が
必
要
な
点
を
班
内

で
共
有
し、
タブ
レ
ット
を
用
い
て
再
調
査
・提
案
を
行
った
。地

域
の
方

へ
の
連
絡
・質
問
や
フィ
ー
ル
ド調

査
を
行
って
成
果
物
を
作
った
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・地
域
の
防
災
に
貢
献
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点
（
地
域
の
実
情
・ニ
ー
ズ
）
を
意
識
させ
、全

員
が
地
域
の
方
に
学
習
成
果
を
直
接
発
表
・発
信
・交
流
す
る
機
会
を
通
して
、地

域
の
課
題
を
自

分
の
課
題
意
識
へ
と結

び
付
け
た
。地

域
の
方
か
ら評

価
を
貰
うこ
とで
、自

らの
取
り組

み
が
防

災
の
役
に
立
って
い
る
と実

感
させ
、社

会
的
課
題
へ
の
主
体
的
態
度
を
涵
養
した
。

・主
に
商
業
科
と連

携
し、
情
報
処
理
（
ス
ライ
ド・
ドキ
ュメ
ン
ト作

成
等
）
の
技
術
や
持
続

可
能
性
の
理
念
と企

業
活
動
を
学
習
す
る
こと
で
、解

決
策
作
りの
土
台
を
形
成
した
。

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

・市
役
所
・南
区
役
所
の
担
当
者
よ
り講

演
い
た
だ
き
、行

政
へ
の
提
案
に
対
す
る
講
評
を
頂
く。

・近
隣
自
治
会
連
合
会
や
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
・交
流
とチ
ラシ
等
を
地
域
で
配
布
。

効
果
等

時
間

主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
現
代
社
会
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

1/
2

地
域
課
題
の
概
要
理
解

課
題
の
設
定

総
合
的
な
探
究
の
時
間

3/
4

課
題
の
調
査
・分
析

5/
6

解
決
策
・作
品
の
提
案

商
業
科

7
中
間
発
表
・相
互
評
価
会

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動

8-
11

解
決
策
の
調
整
・再
提
案

作
品
・成
果
物
の
制
作

商
業
科

12
/

13
地
域
で
の
発
表
・交
流
・発
信

総
合
的
な
探
究
の
時
間

14
レ
ポ
ー
ト作

成
・ま
とめ

＜
高
等
学
校
・３
年
生
＞
公
民
科
（
現
代
社
会
）

【単
元
名
】持
続
可
能
な
防
災
ま
ち
づ
くり
（

(3
))

【主
な単
元
の目
標
】持
続
可
能
な
防
災
ま
ち
づ
くり
に
貢
献
す
る
資
質
の
育
成

【学
習
課
題
】浜
松
市
南
区
で
地
震
・津
波
の
被
害
を
最
小
限
に
し、
地
域

の
防
災
ま
ち
づ
くり
に
貢
献
す
る
に
は
どう
す
れ
ば
い
い
か
？

【実
践
例
】
※
公
民
科

「中
間
発
表
・相
互
評
価
会
」「
解
決
策
の
調
整
・再
提
案
」
第

7・
8/

14
時

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

※
この
ほ
か
、２

年
生
に
つ
い
て
も
研
究
を
行
った
。

◆
「持
続
性
を
問
う５

観
点
」（
分
析
度
・継
続
性
・魅
力
度
・リ
ス
ク・
実
現
性
）
等
を
活
用
し、
地
域
防
災
へ
の
貢
献
に
向
け
た
提
案
・成
果
物
の
修
正
（
改
善
）
が
な
され
た
の
は
、2

02
人

の
うち
、1

73
人
。

◆
地
域
へ
の
参
加
意
欲
や
主
体
性
を
見
取
る
ア
ン
ケ
ー
トで
、最

終
的
に
、自

らが
地
域
の
課
題
に
とて
も
関
わ
りが
あ
る
と答

え
た
生
徒
が

49
%
の

98
人
（
R3
の

23
%
か
ら大

幅
改
善
）
。ま
た

地
域
の
課
題
解
決
に
よ
く貢
献
した
い
と答

え
た
生
徒
が

83
人
だ
った
。一

方
、「
自
分
ひ
とり
の
力
で
は
地
域
は
変
え
られ
な
い
」と
結
論
付
け
る
生
徒
も
い
た
。
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三
重
県
教
育
委
員
会

実
践
校
：
三
重
県
立
水
産
高
等
学
校

【研
究
主
題
】

「志
摩
市
活
性
化
プ
ロジ
ェク
ト」
の
考
案
を
とお
した
社
会
参
画
力
の
育
成

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

公
民
科
の
「公
共
」の
授
業
を
中
心
に
、地

元
自
治
体
の
活
性
化
プ
ロジ
ェク
ト（

「志
摩
市
活
性
化
プ
ロジ
ェク
ト」
）
を
考
案
す
る
学
習
を
とお
して
、生

徒
の
主
権
者
とし
て
必
要
な
資
質
・能
力

を
育
む
プ
ログ
ラム
を
開
発
す
る
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ

うに
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・ま
ち
づ
くり
の
た
め
に
、税

金
が
どの
よ
うに
使
わ
れ
て
い
る
か
な
どに
つ
い
て
、納

税
者
及
び
住
民
と

して
の
立
場
か
ら関

心
を
も
つ
こと
が
で
き
る
よ
う、
地
元
自
治
体
の
広
報
誌
「広
報

しま
（
予

算
特
集
号
）
」を
活
用
した
。

・生
徒
が
考
案
す
る
「志
摩
市
活
性
化
プ
ロジ
ェク
ト」
の
実
現
可
能
性
、妥

当
性
や
効
果
を
検

証
で
き
る
よ
う、
志
摩
市
の
施
政
方
針
や
予
算
規
模
を
確
認
した
。

・説
得
力
の
あ
る
意
見
とな
る
よ
う、
他
の
自
治
体
の
予
算
規
模
等
、様

々
な
資
料
と照

らし
合

わ
せ
な
が
ら、
必
要
な
情
報
を
ま
とめ
る
よ
うに
した
。

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

「財
政
お
よ
び
租
税
の
役
割
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、財

政
を
自
分
た
ち
に
関
わ
る
問
題
とし
て

捉
え
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
東
海
財
務
局
津
財
務
事
務
所
と連

携
し、
「財
政
教
育
プ
ログ
ラム
」

を
活
用
した
出
前
授
業
を
実
施
した
。

効
果
等

時
間

主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
公
共
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

1
職
業
選
択
、雇

用
と労

働
問
題

商
業
科

2/
3

財
政
お
よ
び
租

税
の

役
割

4/
5

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
社
会

保
障
の
充
実
・安
定
化

6
市
場
経
済
の
機
能
と限

界

7
金
融
の
働
き

家
庭
科

8/
9

経
済
の
グ
ロー
バ
ル
化
と相

互
依

存
関
係
の
深
ま
り

商
業
科

10
/1

1
特
別
活
動

「志
摩
市
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェク
ト」
中
間
発
表
会

【実
践
例
】
公
民
科
（
公
共
）

「財
政
お
よ
び
租
税
の
役
割
」
第

3/
11
時

◆
地
元
自
治
体
の
財
政
の
課
題
に
つ
い
て
、「
人
間
と社

会
の
在
り方

に
つ
い
て
の
見
方
・考
え
方
」を
働
か
せ
、多

面
的
・多
角
的
に
考
え
話
し合

うこ
とに
よ
り、
政
治
と自

らの
関
わ
りを
意
識
す
る
こと
が
で
き
る
よ
うに
な
った
。

◆
課
題
の
解
決
に
向
け
て
合
意
形
成
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら、
自
分
の
考
え
が
説
得
力
の
あ
る
も
の
とな
る
よ
う、
必

要
とな
る
情
報
を
効
果
的
に
調
べ
ま
とめ
た
り、
表
現
した
りし
よ
うと
す
る
態
度
が
養
わ
れ
た
。

＜
高
等
学
校
・１
年
生
＞
公
民
科
（
公
共
）

【単
元

名
】

現
代
社
会
の
諸
課
題
（

Bア
(ウ

)(
ｴ)

,イ
）

【主
な
単
元
の
目
標
】

主
とし
て
経
済
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
、法

、政
治
な
どの
側
面
を
関

連
させ
、解

決
が
求
め
られ
る
具
体
的
な
主
題
を
設
定
し、
合
意
形
成

や
社
会
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら、
そ
の
主
題
の
解
決
に
向
け
て
事

実
を
基
に
協
働
して
考
察
した
こと
を
、表

現
す
る
。

【学
習
課
題
】

す
べ
て
の
人
の
幸
福
を
実
現
で
き
る
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、自

立
し

た
主
体
とし
て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
こと
は
何
か
。

地
元
自
治
体
の
三
重
県
志
摩
市
の
財
政
の

課
題
に
つ
い
て
、志

摩
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、

「効
率
」「
公
正
」「
幸
福
」「
持
続
可
能
性
」な
ど

の
概
念
を
活
用
し、
そ
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
、

多
面
的
・多
角
的
に
考
察
す
る
。
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1

徳
島
県
教
育
委
員
会

実
践
校
：
徳
島
県
立
鳴
門
高
等
学
校

【研
究
主
題
】

新
科
目
「公
共
」の
目
標
や
内
容
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
学
習
プ
ログ
ラム
の
開
発
・実
施

「徳
島
県
鳴
門
市
の
ま
ち
づ
くり
を
考
え
る
」～
５
年
先
，
１
０
年
先
，
私
た
ち
が
住
み
続
け
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
～

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

「徳
島
県
鳴
門
市
の
ま
ち
づ
くり
」に
つ
い
て
１
年
目
は
，
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
を
等
通
じて
課
題
を
探
り，

２
年
目
は
１
年
目
の
学
び
か
ら浮

か
び
上
が
った
課
題
を
鳴
門
渦
潮
高
等
学
校
と共

有
しな
が

ら協
力
し，

行
政
や
議
会
に
対
しア
イデ
ア
を
提
言
して
，
そ
の
内
容
の
評
価
も
依
頼
す
る
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

問
い
：
「普
遍
的
な
道
徳
とは
何
か
。理

想
的
な
社
会
とは
何
か
。」

【授
業
の
展
開
】

・カ
ン
トの
道
徳
法
則
に
つ
い
て
学
び
，
「普
遍
的
法
則
に
な
りう
る
よ

うな
格
率
に
した
が
って
行
為
せ
よ
。」
の
解
釈
を
通
して
義
務
論
的

な
見
方
を
理
解
す
る
。

・J
R四

国
の
運
賃
値
上
げ
を
題
材
に
，
実
現
した
い
社
会
像
や
大
切
に
した
い
価
値
に
つ
い
て
，
倫

理
の
理
論
や
概
念
を
活
用
して
考
え
る
。

・公
共
交
通
に
関
す
る
個
々
の
生
徒
の
考
え
を
マ
トリ
クス
上
に
示
し，

持
続
的
な
ま
ち
づ
くり
の
在
り方

に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに

す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

・鳴
門
市
の
ま
ち
づ
くり
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
トを
作
成
・実
施
し，

そ
の
結
果
か
ら，

多
様
な
世
代
や
立

場
か
ら利

便
性
の
向
上
を
望
む
声
が
多
か
った
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
，
題
材
に
設
定
。

・鳴
門
市
の
公
共
交
通
，
教
育
，
子
育
て
，
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
関
す
る
意
見
書
を
鳴
門
市
に
提
出

し，
課
題
解
決
に
関
わ
る
体
験
を
得
る
。

〇
公
民
科
と他

教
科
等
との
連
携

・総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
学
ん
だ
鳴
門
市
の
課
題
に
つ
い
て
，
公
民
科
の
視
点
か
ら課

題
解
決
の

在
り方

を
考
え
た
。

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

・鳴
門
市
企
画
戦
略
課
に
よ
る
出
前
講
座
「な
る
と未

来
づ
くり
総
合
戦
略
」

・鳴
門
市
議
会
事
務
局
「鳴
門
市
高
校
生
会
議
」・
鳴
門
市
「生
涯
学
習
ま
ち
づ
くり
出
前
講
座
」

・鳴
門
教
育
大
学

…
単
元
構
想
，
授
業
実
践
に
お
け
る
指
導
・助
言
，
関
係
諸
機
関
との
連
携
に

係
る
コー
デ
ィネ
ー
ター

時
間

主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
倫
理
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

１
社
会
契
約
説

総
合
的
な
探
究
の
時
間

な
る
と未

来
づ
くり
総
合
戦
略

２
/3

功
利
主
義

総
合
的
な
探
究
の
時
間

生
涯
学
習
ま
ち
づ
くり
出
前
講

座
の
活
用

４
社
会
主
義
思
想

5/
6

カ
ン
ト
の
道
徳
法
則
，
人
格

の
尊
厳

７
ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
倫
の
思
想

8/
9

実
存
主
義

10
現
代
の
正
義
論

＜
高
等
学
校
・２
年
生
＞
公
民
科
（
倫
理
）

【単
元
名
】民
主
社
会
と自

由
を
求
め
て
（

大
項
目

(3
) 
ア
）

【主
な
単
元
の
目
標
】倫
理
に
関
す
る
概
念
や
理
論
を
活
用
して
課
題
解
決

の
方
向
性
を
探
る
。

【学
習
課
題
】「
５
年
先
，
１
０
年
先
の
鳴
門
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
提
案

は
どの
よ
うな
も
の
か
」

【実
践
例
】
※
公
民
科

「カ
ン
トの
道
徳
法
則
」
第

5/
10
時

◆
連
携
の
機
会
を
見
通
しと
振
り返

り，
成
果
発
表
の
場
面
とす
る
こと
で
，
学
び
の
調
整
を
促
す
こと
が
で
き
た
。

→
評
価
資
料
とし
て
，
成
果
物
を
作
成
し，

そ
の
過
程
を
見
取
り評

価
す
る
。

◆
「若
者
の
社
会
参
加
で
社
会
は
変
わ
る
と思

うか
」…
か
な
り変

わ
る

20
％
→

60
％

◆
「社
会
参
画
意
欲
は
どの
くら
い
か
」…
高
い
・や
や
高
い

17
％
→

65
％

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

効
果
等
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2

徳
島
県
教
育
委
員
会

実
践
校
：
徳
島
県
立
鳴
門
渦
潮
高
等
学
校

【研
究
主
題
】

新
科
目
「公
共
」の
目
標
や
内
容
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
学
習
プ
ログ
ラム
の
開
発
・実
施

「徳
島
県
鳴
門
市
の
ま
ち
づ
くり
を
考
え
る
」～
５
年
先
，
１
０
年
先
，
私
た
ち
が
住
み
続
け
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
～

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

「徳
島
県
鳴
門
市
の
ま
ち
づ
くり
」に
つ
い
て
１
年
目
は
，
外
部
人
材
活
用
を
通
して
課
題
を
探
り，

２
年
目
は
１
年
目
の
学
び
か
ら浮

か
び
上
が
った
課
題
を
鳴
門
高
等
学
校
と共

有
しな
が
ら

協
力
し，

行
政
や
議
会
に
対
しア
イデ
ア
を
提
言
して
，
そ
の
内
容
の
評
価
も
依
頼
す
る
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

問
い
：
「私
た
ち
は
どの
よ
うに
社
会
を
形
成
して
い
くか
」

【授
業
の
展
開
】

・フ
ィー
ル
ドワ
ー
クで
得
た
知
識
を
振
り返

る
。

・自
分
た
ち
が
地
域
の
こと
を
どう
思
って
い
る
か
，

fo
rm

sを
活
用
し，

「テ
キ
ス
トマ
イニ
ン
グ
」に
よ
り分

析
した
資
料
を
通
して
確
認
す
る
。

・鳴
門
市
が
抱
え
る
課
題
を
再
度
確
認
す
る
。

・グ
ル
ー
プ
ワ
ー
クを
通
して
，
他
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら課

題
解
決
策

を
考
察
・構
想
す
る
。

・鳴
門
市
観
光
課
の
資
料
な
ども
参
考
に
しな
が
ら，

持
続
可
能
な
課
題
解
決
を
探
る
。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに
す
る
た

め
の
指
導
上
の
工
夫

・鳴
門
市
の
ま
ち
づ
くり
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
トを
作
成
・実
施
し，

幅
広
い
層

の
市
民
の
意
見
を
課
題
解
決
の
手
が
か
りと
す
る
。

・フ
ィー
ル
ドワ
ー
クを
通
して
，
市
内
の
現
状
を
把
握
す
る
。

・鳴
門
市
の
風
土
を
活
か
した
，
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書

を
鳴
門
市
に
提
出
し，

課
題
解
決
に
関
わ
る
体
験
を
得
る
。

〇
公
民
科
と他

教
科
等
との
連
携

・総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
学
ん
だ
鳴
門
市
の
課
題
に
つ
い
て
，

公
民
科
の
視
点
か
ら課

題
解
決
の
在
り方

を
考
え
た
。

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

・鳴
門
市
財
政
課
・鳴
門
市
議
会
事
務
局
・鳴
門
市
観
光
課

・税
務
署
・税
理
士

・地
元
企
業

(４
企
業
１
団
体

)
・鳴
門
教
育
大
学

…
単
元
構
想
，
授
業
実
践
に
係
る
指
導
・助
言

関
係
諸
機
関
との
連
携
に
係
る
コー
デ
ィネ
ー
ター

時 間
主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
政
治
・経
済
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

1
鳴
門
市
の
財
政
の
現
状
と課

題
外
部
講
師
に
よ
る
授
業

2
鳴
門
市
の
現
状
と課

題
総
合
的
な
探
究
の
時
間

(地
元
企
業
・団
体
を
訪
問

)

3
地
方
自
治
制
度

4
住
民
の
権
利

(１
)

5
住
民
の
権
利

(２
)

6/
7

政
党
政
治
と選

挙
制
度

8
民
主
政
治
に
お
け
る
世
論
の
役

割

＜
高
等
学
校
・３
年
生
＞
公
民
科
（
政
治
・経
済
）

【単
元
名
】民
主
政
治
の
基
本
原
理
（

大
項
目

(1
) 
ア
）

【主
な
単
元
の
目
標
】地
域
の
課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り組

む
意
識
を

高
め
る
。

【学
習
課
題
】「
５
年
先
，
１
０
年
先
の
鳴
門
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
提
案

は
どの
よ
うな
も
の
か
。」

【実
践
例
】
※
公
民
科
（
政
治
・経
済
）

「地
方
自
治
制
度
と住

民
の
権
利
」
第

3-
5/

8時

◆
連
携
の
機
会
を
見
通
しと
振
り返

り，
成
果
発
表
の
場
面
とす
る
こと
で
，
学
び
の
調
整
を
促
す
こと
が
で
き
た
。→

評
価
資
料
とし
て
，
成
果
物
を
作
成
し，

そ
の
過
程
を
見
取
り評

価
す
る
。

◆
「自
分
た
ち
が
住
む
・通
う鳴

門
市
に
関
心
を
も
って
い
る
か
」…
や
や
も
って
い
る
・か
な
りも
って
い
る

38
％
→

92
％

◆
「今
後
，
主
権
者
とし
て
社
会
参
画
す
る
意
欲
は
どの
くら
い
か
」…
や
や
高
い
・高
い

26
％
→

88
％

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

効
果
等
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1

国
立
大
学
法
人
東
京
学
芸
大
学

実
践
校
：
東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
小
学
校

【研
究
主
題
】

「遊
び
」を
生
か
して
主
権
者
を
育
て
る
社
会
科
・公
民
科
を
中
心
とし
た
小
中
高
連
携
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

「意
思
決
定
」に
関
わ
る
資
質
や
能
力
を
軸
とし
て
、社

会
科
・公
民
科
を
中
心
に
、算

数
科
・数
学
科
、体

育
科
・保
健
体
育
科
の

3教
科
で
「知
・情
・意
」を
意
識
した
連
携
を
図
り、

「遊
び
」を
活
用
しな
が
ら「
合
意
形
成
」を
テ
ー
マ
に
カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トを
通
した
小
中
高
を
一
貫
す
る
主
権
者
教
育
の
一
つ
の
学
習
プ
ログ
ラム
を
開
発
す
る
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

①
ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
の
紹
介

②
学
習
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト結

果
や
質
問
項
目
を
振
り返

り、
障
害
に
対
す
る
クラ
ス
の
考
え
の
傾
向
を
捉
え
る
。

③
ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
へ
質
問
を
す
る
。

④
点
字
器
を
使
って
模
擬
投
票
を
した
り、

PC
を
使
い
こな
して

他
者
とコ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
を
とる
様
子
を
見
る
。

⑤
事
前
に
社
会
科
の
授
業
で
学
習
した
国
民
とし
て
の
権
利
で

あ
る
選
挙
権
に
つ
い
て
や
、ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
へ
の
イン
タビ
ュ

ー
を
通
して
、よ
り良

い
社
会
を
創
る
た
め
に
自
分
や
社
会
が
で

き
る
こと
に
つ
い
て
、「
共
生
社
会
」と
い
う言

葉
を
意
識
しな
が
ら考

え
を
ノー
トに
書
く。

⑥
本
時
の
振
り返

りを
行
う。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ

うに
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

•
児
童
が
考
え
る
障
害
者
像
を
捉
え
直
す
た
め
に
、ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
に
点
字
の
実
演
や
生
活
の
中

で
行
って
い
る
工
夫
を
聞
く機
会
を
設
け
た
こと
。

•
「自
分
だ
った
ら？

」と
授
業
者
が
児
童
へ
問
い
か
け
続
け
る
こと
で
、学

習
問
題
を
常
に
意
識
して
考

え
る
よ
うに
した
こと
。

〇
小
中
高
を
一
貫
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
資
す
る
工
夫

•
自
分
た
ち
が
考
え
た
解
決
策
を
視
覚
障
害
当
事
者
に
投
げ
か
け
、そ
の
反
応
を
も
とに
再
度
考
え
を

吟
味
した
。合

意
形
成
を
複
数
回
行
え
る
よ
うに
す
る
こと
で
、合

意
形
成
の
深
化
を
目
指
した
こと
。

〇
社
会
科
と他

教
科
等
との
連
携

自
己
実
現
活
動

専
門
家
や
関
係

諸
機
関
等
との

連
携
・協
働

•
視
覚
障
害
当
事
者

•
文
京
区
選
挙
管
理
委
員
会

時 間
主
な
学
習
内
容

社
会
科

関
連
付
け
た
他
教
科
等

1/ 2
•
日
本
に
お
け
る
選
挙
制

度
と模

擬
投
票

３
•
障
害
を
も
つ
人
々
が
選
挙

に
行
く困
難
さに
触
れ
、

選
挙
の
課
題
が
どこ
に
あ

る
の
か
考
え
る
。

自
己
実
現
活
動
「よ
りよ
い
社
会
を
目
指

して
」

・視
覚
障
害
者
に
対
す
る
質
問
を
ま
とめ
、

イン
タビ
ュー
活
動
の
準
備
を
す
る
。

4- 6

•視
覚
障
害
当
事
者
の
話

や
新
聞
記
事
・ニ
ュー
ス

等
で
調
べ
た
情
報
を
基
に
、

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く

選
挙
権
が
保
障
され
る
た

め
に
、国

や
地
方
公
共
団

体
に
は
どの
よ
うな
働
き
が

期
待
され
る
の
か
、考

え
、

ま
とめ
る
。

自
己

実
現

活
動

「
よ
り
よ
い
社
会
を
目

指
し
て
」

・ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
（
視
覚
障
害
者
）

を
迎
え
、イ
ン
タビ
ュー
活
動
等
を
行
う。

・自
分
た
ち
が
よ
り良

い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
で
き
る
こと
を
考
え
、ゲ
ス
ト

テ
ィー
チ
ャー
に
発
表
す
る
。

・ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
か
らの
返
信
を
受
け

て
改
め
て
自
分
た
ち
や
社
会
が
で
き
る

こと
を
考
え
、ま
とめ
る
。

＜
小
学
校
・6
年
生
＞
社
会
科

【単
元
名
】
国
民
とし
て
の
権
利
（
選
挙
）
（
⑴
ア

(ｱ
)(
ｲ)
）

【主
な
単
元
の
目
標
】

・ 選
挙
は
国
民
の
代
表
者
を
選
出
す
る
大
切
な
仕
組
み
で
あ
る
こと
、及

び
、選

挙
権
な
ど政

治
に
参
加
す
る
権
利
が
国
民
に
保
障
され
て
い
る
こと
を
理
解
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

・資
料
や
イン
タビ
ュー
活
動
を
通
して
視
覚
障
害
を
も
つ
人
が
選
挙
に
行
く際
の
困

難
さを
知
り、
選
挙
権
が
保
障
され
る
た
め
の
課
題
が
何
な
の
か
、そ
の
た
め
に
国
や

地
方
公
共
団
体
に
は
どん
な
対
応
が
求
め
られ
る
の
か
考
え
、表

現
す
る
。

・自
分
の
周
りの
人
々
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
目
を
向
け
る
た
め
に
、新

聞
記
事
や

ニ
ュー
ス
映
像
等
を
活
用
して
社
会
の
出
来
事
を
調
べ
、社

会
が
抱
え
て
い
る
課
題

を
見
つ
け
る
。

【学
習
問
題
】政
治
に
参
加
す
る
権
利
の
一
つ
で
あ
る
選
挙
権
が
、等

しく
国
民
に

保
障
され
る
た
め
に
、国

や
地
方
公
共
団
体
に
は
何
が
求
め
られ
る
だ
ろ
う。

【実
践
例
】
※
自
己
実
現
活
動

「よ
り良

い
社
会
を
目
指
して
」
第

4・
5/

6時

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

※
「自
己
実
現
活
動
」は
、教

育
課
程
特
例
校
認
定
に
よ
って
設
置
され
た
教
科

横
断
的
な
学
び
を
行
う教

科
で
あ
る
。


ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
との
交
流
を
通
して
、児

童
は
障
害
を
も
つ
人
々
に
関
心
を
寄
せ
、社

会
イン
フラ
な
どが
自
分
た
ち
以
外

の
人
た
ち
に
も
使
い
や
す
い
も
の
に
な
って
い
る
か
どう
か
、「
共
生
社
会
」実
現
の
た
め
に
自
分
や
社
会
が
で
き
る
こと
は
何
か
を

考
え
る
こと
が
で
き
た
。


交
流
後
も
ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
との
や
り取

りを
継
続
させ
、児

童
の
質
問
や
考
え
に
対
して
ア
ドバ
イス
を
受
け
た
こと
で
、児

童
は
考
え
を
見
直
した
り、
深
め
た
りす
る
こと
が
で
き
た
。

効
果
等
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2

国
立
大
学
法
人
東
京
学
芸
大
学

実
践
校
：
東
京
学
芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校

【研
究
主
題
】

「遊
び
」を
生
か
して
主
権
者
を
育
て
る
社
会
科
・公
民
科
を
中
心
とし
た
小
中
高
連
携
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

「意
思
決
定
」に
関
わ
る
資
質
や
能
力
を
軸
とし
て
、社

会
科
・公
民
科
を
中
心
に
、算

数
科
・数
学
科
、体

育
科
・保
健
体
育
科
の

3教
科
で
「知
・情
・意
」を
意
識
した
連
携
を
図
り、

「遊
び
」を
活
用
しな
が
ら「
合
意
形
成
」を
テ
ー
マ
に
カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トを
通
した
小
中
高
を
一
貫
す
る
主
権
者
教
育
の
一
つ
の
学
習
プ
ログ
ラム
を
開
発
す
る
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞

①
ｹﾞ
ｽﾄ
ﾃｨ
ｰﾁ
ｬｰ
よ
り、
障
害
の
特
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く。

②
選
挙
に
行
く際
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
くと
とも
に
、郵

便
投
票
の
仕
組
み
を
勝
ち
取
った
経
緯
や
投
票
に
当
た
って
の
様
々
な

サ
ポ
ー
ト情

報
を
紹
介
す
る

N
H

K「
み
ん
な
の
選
挙
」ペ
ー
ジ
の
作
成
に

関
わ
った
経
験
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く。

③
選
挙
の
「壁
」を
つ
くっ
て
い
る
の
は
だ
れ
か
。な
ぜ
壁
が
あ
る
の
か
。

車
椅
子
を
例
に
、「
個
人
モ
デ
ル
（
障
害
は
車
椅
子
の
人
に
あ
る
）
」か
ら「
社
会
モ
デ
ル
（
障
害
は
車

椅
子
を
利
用
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
）
」へ
と思

考
を
転
換
して
い
くこ
との
重
要
性
を
理
解
させ
る
。

④
グ
ル
ー
プ
討
論

1）
あ
な
た
が
障
害
者
だ
とし
た
ら、
投
票
に
行
くか
どう
か
？
そ
の
理
由
も
。

2）
障
害
の
あ
る
、な
い
に
関
わ
らず
、多

様
な
人
々
の
立
場
か
ら考

え
る
に
は
、何

が
必
要
だ
ろ
うか
？

⑤
グ
ル
ー
プ
発
表
と本

時
の
振
り返

り
＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を
自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
指
導
上
の
工
夫

当
事
者
か
らお
話
い
た
だ
くこ
とで
、意

思
決
定
場
面
に
お
い
て
、当

事
者
の
立
場
を
考
え
て
よ
り具

体
的
な

イメ
ー
ジ
を
持
って
改
善
策
を
考
え
る
こと
が
で
き
る
よ
うに
した
。

〇
小
中
高
を
一
貫
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
資
す
る
工
夫

題
材
選
択
に
選
挙
の
「壁
」と
、外

部
人
材
に
「障
害
者
」と
の
直
接
対
話
を
小
中
高
で
共
通
項
に
す
る
こ

とで
、一

貫
した
学
習
プ
ログ
ラム
とし
た
。

〇
社
会
科
と他

教
科
等
との
連
携

特
別
活
動
（
生
徒
会
の
組
織
づ
くり
と生

徒
会
活
動
の
計
画
や
運
営
）

専
門
家
や
関
係
諸

機
関
等
との
連

携
・協
働

・A
LS
（
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
）
患
者

・文
京
区
選
挙
管
理
委
員
会

時
間

主
な
学
習
内
容

社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

関
連
付
け
た
他
教
科
等

１
民
主
主
義
と政

治

２
政
治
参
加
と選

挙
・特
別
活
動
（
生
徒
会
活

動
）
「生
徒
会
役
員
選
挙
」

３
政
党
と政

治

４
マ
ス
メデ
ィア
と世

論

５
/６

民
主
政
治
の
推
進

「障
害
の
あ
る
人
か
ら
み
た
選

挙
の
壁
」

(本
時
）

＜
中
学
校
・3
年
生
＞
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

【単
元
名
】
私
た
ち
の
くら
しと
政
治
（

C(
1)
ア

(ｱ
)(
ｲ)

C 
(2

)ア
(ｱ

)(
ｲ)

(ｳ
)

イ(
ｱ)

 ）
【主
な
単
元
の
目
標
】

・我
が
国
の
民
主
政
治
の
仕
組
み
の
あ
らま
しや
政
党
の
役
割
、議

会
制
民
主

主
義
の
意
義
、多

数
決
の
原
理
とそ
の
運
用
の
在
り方

、国
民
の
権
利
を
守

り、
社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
法
に
基
づ
く公
正
な
裁
判
の
保
障
に
つ

い
て
理
解
す
る
。

・障
害
者
の
方
の
話
を
踏
ま
え
、現

在
の
選
挙
に
つ
い
て
公
正
の
視
点
か
ら考

察
し、
現
状
と課

題
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

・課
題
を
解
決
し、
国
民
が
等
しく
政
治
に
参
加
で
き
る
よ
うに
す
る
た
め
に
は
、

どの
よ
うな
こと
が
必
要
か
、考

え
、表

現
す
る
。

【学
習
課
題
】

主
権
を
も
つ
国
民
の
意
思
を
政
治
に
反
映
させ
、皆

が
くら
しや
す
い
社
会
を

実
現
して
い
くた
め
に
必
要
な
こと
は
な
ん
だ
ろ
うか
。

【実
践
例
】
※
社
会
科
（
公
民
的
分
野
）

「障
害
の
あ
る
人
か
らみ
た
選
挙
の
壁
」
第

5・
6/

6時

◆
主
権
者
とし
て
平
等
に
行
使
しう
る
権
利
が
妨
げ
られ
て
い
な
い
か
、社

会
を
構
成
す
る
様
々
な
人
の
視
点
か
ら考

え
る
こと
の

大
切
さに
気
が
付
くこ
とが
で
き
た
。ま
た
、そ
の
よ
うな
意
識
を
も
つ
こと
が
、多

様
性
を
認
め
合
う社

会
の
基
礎
とな
って
い
く、
と

い
う気

付
き
に
も
つ
な
が
った
。

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

効
果
等
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3

国
立
大
学
法
人
東
京
学
芸
大
学

実
践
校
：
東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校

【研
究
主
題
】

「遊
び
」を
生
か
して
主
権
者
を
育
て
る
社
会
科
・公
民
科
を
中
心
とし
た
小
中
高
連
携
カリ
キ
ュラ
ム
の
開
発

【開
発
す
る
プ
ログ
ラム
の
概
要
】

「意
思
決
定
」に
関
わ
る
資
質
や
能
力
を
軸
とし
て
、社

会
科
・公
民
科
を
中
心
に
、算

数
科
・数
学
科
、体

育
科
・保
健
体
育
科
の

3教
科
で
「知
・情
・意
」を
意
識
した
連
携
を
図
り、

「遊
び
」を
活
用
しな
が
ら「
合
意
形
成
」を
テ
ー
マ
に
カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ネ
ジ
メン
トを
通
した
小
中
高
を
一
貫
す
る
主
権
者
教
育
の
一
つ
の
学
習
プ
ログ
ラム
を
開
発
す
る
。

実
践
内
容

※
開
発
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一
部
抜
粋

授
業
の
概
要

＜
概
要
＞
３
校
種
共
同
意
識
調
査
で
見
え
て
き
た
高
校
生
の

持
つ
意
識
の
課
題
は
「障
害
＝
身
体
障
害
」と
い
う限

定
的
な

理
解
で
あ
った
。こ
れ
を
打
破
し、
広
く障
害
者
との
共
生
の
た
め

に
改
善
す
べ
き
制
度
上
の
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う。

・ｹ
ﾞｽ
ﾄﾃ
ｨｰ
ﾁｬ
ｰか
ら障

害
ゆ
え
に
生
じる
選
挙
に
関
す
る
困
難

(投
票
前
の
情
報
収
集
や
投
票
所
な
ど）

に
つ
い
て
お
話
しい
た
だ
く。

・ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
の
話
を
踏
ま
え
、特

に
発
達
障
害
を
抱
え
た

人
が
選
挙
に
参
加
で
き
る
た
め
に
改
善
す
べ
き
制
度
を
テ
ー
マ
に

ワ
ー
ル
ドカ
フェ
で
の
デ
ィス
カッ
シ
ョン
を
行
う。

ラウ
ン
ド１

「課
題
の
発
見
、解

決
策
検
討
」

ラウ
ン
ド２

「解
決
策
の
拡
張
」

ラウ
ン
ド３

「解
決
策
の
さら
な
る
深
化
」

・各
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
ま
とめ
、解

決
策
に
つ
い
て
ゲ
ス
ト

テ
ィー
チ
ャー
へ
提
案
し評

価
を
い
た
だ
く。

＜
指
導
上
の
工
夫
＞

〇
地
域
や
社
会
生
活
に
お
け
る
具
体
的
な
課
題
等
を

自
分
との
関
わ
りの
中
で
捉
え
ら
れ
る
よ
うに
す
る
た
め

の
指
導
上
の
工
夫

成
年
年
齢
に
近
づ
い
て
い
る
高
校

2年
生
に
とっ
て
主
体
的
に
取
り組

み
や
す
い
「選
挙
」を
テ
ー
マ
の
軸
に

据
え
た
点
。

〇
小
中
高
を
一
貫
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
資
す
る
工
夫

小
中
高
の
連
携
に
よ
る
共
通
項
は
「合
意
形
成
」。
高
等
学
校
段
階
で
は
具
体
的
な
制
度
に
関
して
真
に

求
め
られ
て
い
る
改
善
点
を
当
事
者
との
対
話
か
ら読

み
取
り、
実
現
可
能
な
制
度
設
計
を
検
討
す
る
。

専
門
家
や
関
係
諸

機
関
等
との
連

携
・協
働

・発
達
障
害
当
事
者
（
当
事
者
とし
て
の
視
点
か
ら生

徒
と対

話
）

・障
害
者
雇
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る
企
業

＜
高
校
・2
年
生
＞

公
民
科
（
現
代
社
会
）

【単
元
名
】
政
治
参
加
と民

主
政
治
の
課
題

（
2(

2)
イ,

3(
2)
イ(
ｳ)
）

【主
な
単
元
の
目
標
】

・基
本
的
人
権
の
保
障
、国

民
主
権
、平

和
主
義
と我

が
国
の
安
全
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、日

本
国
憲
法
に
定
め
る
政
治
の
在
り方

に
つ
い
て
国

民
生
活
との
関
りか
ら認

識
を
深
め
る
。

・民
主
政
治
に
お
け
る
個
人
と国

家
に
つ
い
て
考
察
し、
政
治
参
加
の
重

要
性
と民

主
社
会
に
お
い
て
自
ら生

き
る
倫
理
に
つ
い
て
自
覚
を
深
め
る
。

・障
害
者
との
や
りと
りを
踏
ま
え
、社

会
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、社

会
を
構
成
す
る
個
人
とし
て
どう
生
き
る
べ
き
か
、考

え
、表

現
す
る
。

【学
習
課
題
】

国
民
の
多
様
な
意
見
が
政
治
に
反
映
され
た
よ
りよ
り社

会
の
実
現
の
た

め
に
、私

た
ち
に
は
、社

会
を
構
成
す
る
一
人
とし
て
どの
よ
うな
姿
勢

（
態
度
）
が
求
め
られ
る
の
だ
ろ
う。

【実
践
例
】
※
公
民
科
（
現
代
社
会
）
「イ
ン
クル
ー
シ
ブ
な
選
挙
制
度
の
実
現
の
た
め
に
」
第

3/
3時

◆
実
際
に
発
達
障
害
の
方
を
交
え
て
議
論
す
る
こと
で
、相

手
を
意
識
して
自
分
の
意
見
を
伝
え
る
力
及
び
相
手
の
意
見
を
受
け
取
る

力
の
伸
長
が
図
られ
た
。

◆
ゲ
ス
トテ
ィー
チ
ャー
か
ら提

案
内
容
の
評
価
を
受
け
な
が
ら提

案
内
容
を
精
査
す
る
こと
で
、考

察
を
深
め
る
こと
に
つ
な
が
った
。

時
間

主
な
学
習
内
容

公
民
科
（
現
代
社
会
）

１
/2

選
挙
と選

挙
制
度

３
よ
りよ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に

「イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
選
挙
制
度
の
実
現
の
た
め
に
」（
本
時
）

※
単
元
名
の
（

）
内
は
学
習
指
導
要
領
の
内
容
の
該
当
番
号

効
果
等
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